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第
32
次
地
方
制
度
調
査
会

（
会
長
・
市
川
晃
住
友
林
業

社
長
）
は
10
月
25
日
、
第
4

回
総
会
を
開
き
、
今
年
度
末

で
十
年
間
の
期
限
を
迎
え
る

合
併
特
例
法
に
つ
い
て
、
延

長
す
べ
き
だ
と
す
る
答
申
を

取
り
ま
と
め
た
。
政
府
は
来

年
の
通
常
国
会
に
同
法
改
正

案
を
提
出
す
る
。

総
会
に
は
本
会
の
野
尻
哲

雄
会
長
（
大
分
市
）
が
委
員

と
し
て
出
席
、
同
法
延
長
に

賛
意
を
示
し
た
。

第
29
次
地
制
調
答
申
に
基

づ
く
現
行
の
合
併
特
例
法
は

2
0
1
0
年
度
に
施
行
さ
れ

た
。
自
主
的
に
合
併
を
選
択

す
る
市
町
村
を
支
援
す
る
た

め
、
議
員
定
数
や
地
方
交
付

税
の
算
定
額
を
一
定
期
間
は

減
ら
さ
な
く
て
も
済
む
と
し

た
合
併
へ
の
「
障
害
除
去
」

を
規
定
。
住
民
の
声
反
映
の

た
め
、
旧
市
町
村
の
区
域
に

合
併
特
例
区
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
措
置
も

設
け
た
。

こ
の
日
の
総
会
で
野
尻
会

長
は
「
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

住
民
に
対
し
て
よ
り
よ
い
行

財
政
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う

に
提
供
し
て
い
く
か
、
そ
の

方
策
の
選
択
が
市
町
村
の
自

由
な
判
断
に
任
さ
れ
る
こ
と

だ
。
現
行
法
を
そ
の
ま
ま
延

長
す
る
こ
と
に
特
段
異
論
は

な
い
」
と
表
明
。
ほ
か
の
地

方
団
体
か
ら
も
同
様
の
意
見

が
示
さ
れ
た
。

野
尻
会
長
は
併
せ
て
「
平

成
の
大
合
併
」に
つ
い
て「
周

辺
地
域
の
疲
弊
な
ど
マ
イ
ナ

ス
の
効
果
が
生
じ
て
い
る
こ

と
も
厳
然
た
る
事
実
。
政
府

の
責
任
で
改
め
て
ト
ー
タ
ル

に
評
価
・
検
証
を
加
え
て
お

く
こ
と
は
、
第
29
次
答
申
の

指
摘
に
沿
う
も
の
だ
」
と
述

べ
、
早
期
検
証
が
必
要
と
の

見
解
を
示
し
た
。

野
尻
会
長
は
ま
た
、
地
方

議
会
の
在
り
方
を
審
議
す
る

必
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も

に
、
今
地
制
調
第
3
回
総
会

で
示
さ
れ
た
「
広
域
連
携
」

に
対
す
る
地
方
の
意
見
も
十

分
念
頭
に
置
い
て
今
後
の
審

議
を
進
め
る
よ
う
要
望
し
た
。

こ
の
日
、
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
答
申
は
、
現
行
法
に
つ

い
て
「
合
併
の
円
滑
化
に
寄

与
し
て
い
る
」
と
評
価
、
合

併
に
向
け
た
動
き
も
さ
ら
に

あ
る
と
し
て
①
自
主
的
な
市

町
村
合
併
②
市
町
村
間
の
広

域
連
携
③
都
道
府
県
に
よ
る

補
完
―
な
ど
の
多
様
な
手
法

の
中
か
ら
市
町
村
が
自
ら
選

択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
適
当
と
指
摘
し
た
。
そ
の

上
で
「
現
行
法
の
期
限
を
延

長
す
べ
き
だ
」
と
し
、
「
国

及
び
都
道
府
県
は
既
に
合
併

し
た
市
町
村
に
対
す
る
必
要

な
支
援
を
行
っ
て
い
く
べ
き

だ
」
と
も
提
言
し
た
。

天
皇
陛
下
の
「
即

位
礼
正
殿
の
儀
」
が

10
月
22
日
、
皇
居
の

松
の
間
に
お
い
て
執

り
行
わ
れ
た
。
本
会

か
ら
は
野
尻
哲
雄
会

長（
大
分
市
）、
清
水
宣
郎

副
会
長（
松
山
市
）、
安
達

和
彦
指
定
都
市
協
議
会
会

長（
神
戸
市
）を
は
じ
め
指

定
都
市
の
各
市
議
会
議
長

が
招
待
さ
れ
参
列
し
た
。

国
会
対
策
委
員
会
は
、
10

月
23
日
、
都
内
で
第
1
3
8

回
委
員
会
を
開
催
し
た
。
委

員
長
に
横
山
正
人
横
浜
市
議

会
議
長
を
選
任
し
た
ほ
か
、

副
委
員
長
に
山
田
春
男
広
島

市
議
会
議
長
と
遠
藤
徳
一
魚

沼
市
議
会
長
の
2
名
を
選
任

し
た
。

委
員
会
で
は
、
地
方
創
生

・
地
方
分
権
改
革
な
ど
に
関

す
る
要
望
を
決
定
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
関
係
方

面
へ
要
望
運
動
を
展
開
し
た
。

【
2
面
に
続
く
】

安
倍
首
相
は
10
月
25
日
、

台
風
19
号
の
被
害
に
対
し
、

大
規
模
災
害
復
興
法
を
適

用
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

道
路
の
復
旧
事
業
を
国
が

代
行
す
る
。
同
法
適
用
は

熊
本
地
震
以
来
、
全
国
で

2
例
目
。

大

規

模

災

害

復
興
法
適
用
へ
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国
会
対
策
委
員
会
は
、
先

の
第
95
回
定
期
総
会
で
選
任

さ
れ
た
国
会
対
策
委
員
に
加

え
、
会
長
指
名
委
員
の
9
市

の
議
長
（
※
末
尾
参
照
）
か

ら
成
る
。

委
員
会
で
は
定
期
総
会
で

の
内
容
か
ら
一
部
追
加
・
変

更
し
た
「
地
方
創
生
・
地
方

分
権
改
革
の
推
進
及
び
地
方

税
財
源
の
充
実
確
保
に
関
す

る
要
望
」
、
「
厚
生
年
金
へ

の
地
方
議
会
議
員
の
加
入
に

関
す
る
要
望
」
を
決
定
。
ま

た
、
自
然
災
害
が
多
発
し
、

住
民
生
活
の
安
全
・
安
心
が

脅
か
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
防

災
・
減
災
対
策
の
充
実
強
化

に
向
け
て
①
災
害
復
旧
・
復

興
支
援
対
策
の
充
実
強
化
②

各
種
災
害
か
ら
の
避
難
対
策

の
強
化
③
地
震
・
津
波
・
火

山
噴
火
対
策
等
の
充
実
強
化

④
台
風
・
集
中
豪
雨
・
豪
雪

対
策
等
の
充
実
強
化
⑤
防
災

・
安
全
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
事
業
へ
の
支
援
な
ど
の

8
項
目
を
求
め
た
。

ま
た
、
当
日
は
、
稲
岡
伸

哉
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官

（
税
務
担
当
）
か
ら
「
地
方

税
制
を
め
ぐ
る
現
状
と
課

題
」
の
演
題
で
講
演
が
あ
っ

た
。地

方
税
の
現
状
に
つ
い
て
、

地
方
財
政
は
、地
方
税
収（
40

・
2
兆
円
）
の
約
11
％
に
相

当
す
る
財
源
不
足（
44
兆
円
）

が
生
じ
て
お
り
、
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
し
た
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
で
は
、

文
部
科
学
省
が
以
前
か
ら
の

廃
止
要
望
と
と
も
に
、
非
課

税
措
置
の
拡
充
を
要
望
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
今
後
も

堅
持
を
求
め
て
い
く
と
説
明

し
た
。

要
望
書
は
、
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

会
議
終
了
後
、
菅
義
偉
内

閣
官
房
長
官
、
高
市
早
苗
総

務
大
臣
、
鈴
木
俊
一
自
民
党

総
務
会
長
、
中
根
一
幸
自
民

党
総
務
部
会
長
に
対
し
て
要

望
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

※
滝
沢
、
横
浜
、
大
和
、

鴻
巣
、
上
尾
、
生
駒
、
御
坊
、

広
島
、
佐
世
保
。

【
1
面
か
ら
続
く
】

多
摩
川
沿
い
に
位
置
す
る

東
京
都
狛
江
市
は
、
台
風
19

号
に
よ
る
大
雨
に
見
舞
わ
れ

た
10
月
12
日
午
後
、
議
場
を

自
主
避
難
所
と
し
て
開
放
し

た
。

ピ
ー
ク
時
に
は
市
民
4
6

3
人
が
避
難
、
一
夜
を
明
か

し
た
人
も
多
か
っ
た
。

議
会
事
務
局
に
よ
る
と
、

隣
接
の
中
央
公
民
館
に
開
設

さ
れ
た
自
主
避
難
所
が
満
杯

状
況
に
な
っ
た
た
め
午
後
2

時
半
に
急
遽
議
場
を
開
放
、

そ
の
後
、
委
員
会
室
な
ど
も

避
難
所
と
し
て
活
用
し
た
と

い
う
。
石
井
功
議
長
を
は
じ

め
7
人
の
議
員
も
駆
け
付
け
、

避
難
し
て
き
た
市
民
の
対
応

に
当
た
っ
た
。

多
摩
川
は
東
京
・
世
田
谷

区
付
近
で
氾
濫
し
、
住
宅
街

の
道
路
が
冠
水
し
た
。
狛
江

市
は
氾
濫
し
た
箇
所
の
や
や

上
流
に
位
置
す
る
。

▽
鳥
取
市
（
鳥
取
県
）

〒
6
8
0
―
8
5
7
1

鳥
取
市
幸
町
7
1

☎
0
8
5
7
―
3
0
―
8
4
4
2

ＦＡＸ
0
8
5
7
―
2
0
―
3
9
5
9

（
全
面
開
庁
は
11
月
5
日
）

議
場
、自
主
避
難
所
に

台
風
19
号
ー
東
京
都
狛
江
市【写真提供＝狛江市】（写真は一部ぼかしを入れています）

高市総務大臣（左から6人目）

菅官房長官（右から3人目）

鈴木自民党総務会長（左から4人目）

【写真提供＝鳥取市】

新新
庁庁
舎舎
落落
成成
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全
国
広
域
連
携
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
山
田
延
孝
鳥

取
市
議
会
議
長
）
は
10
月
25

日
、
全
国
都
市
会
館
で
第
71

回
理
事
会
を
開
催
し
、
同
月

実
施
の
「
今
後
の
在
り
方
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果

に
基
づ
き
、
同
協
議
会
を
発

展
的
に
解
消
す
る
方
針
を
確

認
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
協
議
会

の
全
加
盟
1
7
5
市
を
対
象

に
行
わ
れ
、
今
後
の
全
国
広

域
連
携
市
議
会
協
議
会
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
5
つ
の
設

問
か
ら
な
る
。
特
に
本
協
議

会
の
存
廃
に
つ
い
て
の
設
問

で
あ
っ
た
「
問
1
」
で
は
、

①
引
き
続
き
維
持
・
存
続
を

図
る
②
広
域
連
携
市
議
会
協

議
会
を
廃
止
す
る
③
広
域
連

携
市
議
会
協
議
会
を
発
展
的

に
解
消
し
、
国
に
対
す
る
要

望
事
項
を
全
国
市
議
会
議
長

会
の
委
員
会
に
委
ね
る
④
そ

の
他
―
の
4
択
の
う
ち
、
③

が
1
4
1
票
で
最
多
と
な
っ

た
（
全
体
の
80
・
6
％
）
。

会
議
で
は
、
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
今
後
協
議
会
を
廃

止
ま
た
は
解
散
し
、
要
望
事

項
を
全
国
市
議
会
議
長
会
の

委
員
会
に
引
き
継
げ
る
よ
う

申
し
送
り
を
行
う
方
針
で
あ

る
旨
、
報
告
し
た
。

会
議
で
は
ま
た
、
「
広
域

連
携
施
策
に
関
す
る
要
望

（
案
）
」
「
令
和
二
年
度
本

協
議
会
歳
入
歳
出
予
算
の
見

通
し
」
を
原
案
の
通
り
決
定

し
た
。
要
望
書
で
は
▽
広
域

連
携
施
策
を
引
き
続
き
推
進

す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
広

域
連
携
の
あ
り
方
を
視
野
に

入
れ
、
そ
の
推
進
に
当
た
っ

て
地
方
自
治
体
の
意
見
を
十

分
に
反
映
す
る
▽
広
域
連
携

施
策
に
対
す
る
財
政
支
援
に

つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
の

実
情
に
応
じ
て
適
切
に
措
置

す
る
▽
連
携
中
枢
都
市
圏
お

よ
び
定
住
自
立
圏
に
つ
い
て

は
、
推
進
経
費
に
係
る
所
要

額
の
確
保
と
と
も
に
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
連

携
が
図
れ
る
よ
う
、
対
象
条

件
の
更
な
る
緩
和
お
よ
び
財

政
支
援
の
拡
充
を
図
る
―
こ

と
な
ど
を
求
め
た
（
要
望
書

は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
）
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
山
田
会

長
は
、
台
風
19
号
な
ど
の
被

災
者
へ
の
お
見
舞
い
と
、「
広

域
連
携
は
今
後
の
地
方
創
生

の
推
進
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
広

域
連
携
推
進
施
策
に
対
す
る

支
援
措
置
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
」
と
の
挨
拶
を
し
た
。

協
議
で
は
ま
た
、
平
成
30

年
度
決
算
に
つ
い
て
、
永
田

一
伸
監
事
（
久
留
米
市
議
会

議
長
）
か
ら
監
査
結
果
報
告

が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
。
要

望
活
動
に
つ
い
て
は
、
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談
役
は
理

事
会
終
了
後
、
総
務
省
幹
部

ら
に
対
し
行
う
と
し
た
。

角
田
秀
夫
総
務
省
地
域
力

創
造
グ
ル
ー
プ
地
域
自
立
応

援
課
長
に
よ
る
「
地
域
力
創

造
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
」

の
講
演
も
あ
り
、新
た
な『
圏

域
』
づ
く
り
に
取
り
組
む
必

要
性
や
、
定
住
自
立
圏
構
想

お
よ
び
連
携
中
枢
都
市
圏
構

想
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

理
事
会
終
了
後
、
正
副
会

長
ら
は
、
黒
田
武
一
郎
総
務

審
議
官
ら
に
要
望
書
を
手
渡

し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
�
舩
見
亮
悦

三
沢
市
議
会
議
長
）
は
10
月

17
日
、
三
沢
市
で
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
会
を
開
催

し
た
。

冒
頭
、
舩
見
会
長
か
ら
、

台
風
な
ど
の
頻
発
す
る
自
然

災
害
へ
の
お
見
舞
い
と
と
も

に
、
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

舩
見
会
長
は
、
令
和
2
年

度
概
算
要
求
に
つ
い
て
、
総

務
省
所
管
の
調
整
交
付
金
で

は
前
年
度
比
同
額
の
3
6
5

億
4
0
0
0
万
円
、
防
衛
省

所
管
の
基
地
周
辺
対
策
費
で

は
歳
出
ベ
ー
ス
で
同
87
億
7

8
0
0
万
円
増
の
1
1
6
5

億
8
6
0
0
万
円
の
各
要
求

が
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
。「
基

地
・
調
整
交
付
金
、
基
地
周

辺
対
策
経
費
の
概
算
要
求
額

確
保
の
た
め
、
力
強
い
要
望

活
動
を
展
開
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

協
議
で
は
、
基
地
対
策
関

係
施
策
の
充
実
強
化
に
関
す

る
要
望
（
案
）
に
つ
い
て
、

原
案
の
通
り
11
月
18
日
開
催

の
第
95
回
理
事
会
に
提
案
す

る
こ
と
を
了
承
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
会
計

決
算
、
協
議
会
負
担
金
の
見

直
し
、
令
和
2
年
度
負
担
金

算
出
基
準
案
、
第
95
回
理
事

会
及
び
基
地
関
係
国
会
議
員

と
の
情
報
連
絡
会
の
運
営
な

ど
に
つ
い
て
も
協
議
し
た
。

負
担
金
に
つ
い
て
は
見
直
す

こ
と
と
し
、
そ
の
ほ
か
は
、

原
案
通
り
理
事
会
に
提
出
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
小

檜
山
吉
紀
三
沢
市
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

広域協
理事会

発発
展展
的的
解解
消消
へへ

アア
ンン
ケケ
ーー
トト
反反
映映監査報告する永田監事

（久留米市議長）

要要
望望
書書
案案
をを
決決
定定

基基
地地
協協
役役
員員
会会

あいさつする山田会長
（鳥取市議長）

舩見基地協会長
（三沢市議長）

講演する角田課長
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小比賀勝博議長
（高松市）

国
内
有
数
の
盆
栽
産
地
、

高
松
市
（
本
会
四
国
部
会
長

市
）で
新
た
な
発
信
拠
点「
高

松
盆
栽
の
郷
」
づ
く
り
が
進

ん
で
い
る
。
外
国
人
に
も
盆

栽
人
気
が
高
ま
る
中
、
関
係

者
は
「
国
内
で
の
需
要
掘
り

起
こ
し
と
輸
出
増
加
に
取
り

組
み
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ

て
い
る
。

Ｊ
Ａ
香
川
県
の
「
国
分
寺

盆
栽
セ
ン
タ
ー
」
（
同
市
国

分
寺
町
）
の
敷
地
約
5
0
0

平
方
㍍
を
使
っ
て
作
ら
れ
る

新
た
な
拠
点
。
盆
栽
を
展
示

・
販
売
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

歩
み
を
パ
ネ
ル
で
伝
え
る
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ

ー
や
愛
好
家
が
生
産
者
か
ら

助
言
を
受
け
ら
れ
る
研
修
室

な
ど
も
設
け
ら
れ
る
。
今
年

度
末
に
完
成
予
定
の
こ
の
施

設
に
は
国
、
香
川
県
、
高
松

市
が
整
備
費
計
1
億
2
0
0

0
万
円
を
予
算
化
し
た
。

高
松
市
の
松
盆
栽
の
生
産

量
は
日
本
一
。
全
国
シ
ェ
ア

の
約
8
割
を
占
め
る
。
産
地

と
し
て
約
2
0
0
年
の
歴
史

を
誇
り
、
生
産
農
家
が
集
ま

る
鬼
無
、
国
分
寺
両
地
区
は

観
光
ル
ー
ト
に
も
入
る
有
名

ス
ポ
ッ
ト
だ
。

も
っ
と
も
盆
栽
の
地
と
し

て
名
高
い
も
の
の
問
題
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
近
年
、

生
産
額
の
落
ち
込
み
と
生
産

農
家
の
減
少
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
の
だ
。

2
0
0
6
年
に
優
に
4
億

円
を
超
え
て
い
た
市
の
生
産

額
は
15
年
に
は
1
億
7
7
0

0
万
円
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

生
産
農
家
は
00
年
に
2
8
6

戸
あ
っ
た
が
、
15
年
に
は
1

9
9
戸
ま
で
減
少
し
た
。

そ
こ
で
市
が
2
年
前
か
ら

テ
コ
入
れ
策
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
内
需
・
輸
出

の
拡
大
や
産
地
と
し
て
の
基

盤
強
化
策
な
ど
だ
。
盆
栽
初

心
者
や
興
味
を
持
た
な
い
人

に
焦
点
を
絞
っ
た
企
画
を
展

開
し
た
り
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー

と
産
地
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

力
を
注
い
だ
り
。
発
信
拠
点

整
備
は
産
地
活
性
化
の
目
玉

の
策
だ
。

市
内
に
「
盆
栽
通
り
」
、

「
盆
栽
神
社
」
も
あ
り
、
盆

栽
の
郷
ら
し
さ
に
溢
れ
る
高

松
。
発
信
力
を
備
え
た
新
た

な
拠
点
が
で
き
る
こ
と
で
産

地
と
し
て
の
魅
力
度
ア
ッ
プ

が
見
込
め
る
。
市
が
目
標
と

す
る
産
地
そ
の
も
の
の
ブ
ラ

ン
ド
化
へ
向
け
て
歩
み
は
着

々
だ
。

小
比
賀
議
長
の
話

高
松
市
は
「
う
ど
ん
県
」

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
知
名
度
が

ア
ッ
プ
し
た
香
川
県
の
県
庁

所
在
地
で
す
。
北
は
瀬
戸
内

海
に
面
し
、
1
年
を
通
し
て

温
暖
な
気
候
が
、
理
想
的
な

住
環
境
と
さ
れ
、
四
国
で
住

み
た
い
街
と
し
て
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

三
大
水
城
・
玉
藻
公
園
や
特

別
名
勝
・
栗
林
公
園
、
源
平

の
古
戦
場
・
屋
島
な
ど
の
景

勝
地
を
有
す
る
と
と
も
に
、

本
場
の
さ
ぬ
き
う
ど
ん
や
海

の
幸
を
御
賞
味
い
た
だ
け
ま

す
。
「
活
力
に
あ
ふ
れ
創
造

性
豊
か
な
瀬
戸
の
都
・
高

松
」
に
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

2
0
4
0
出
前
セ
ミ
ナ
ー

社
会
保
障
問
題
�
高
岡

本
会
の
「
2
0
4
0
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
出
前
セ
ミ
ナ
ー
in

高
岡
」
が
10
月
21
日
、
高
岡

市
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

富
山
県
下
の
市
会
議
員
を
中

心
に
約
1
7
0
人
が
参
加
、

講
演
会
の
後
は
懇
親
会
も
開

か
れ
、
社
会
保
障
問
題
に
つ

い
て
各
議
員
が
熱
心
に
議
論

を
交
わ
し
た
。

こ
の
日
は
慶
応
大
の
権
丈

善
一
教
授
が
登
壇
し
、
「
社

会
保
障
改
革
と
財
政
政
策
」

の
演
題
で
講
演
し
た
。
同
教

授
は
、
今
後
増
加
が
見
込
ま

れ
る
社
会
保
障
給
付
水
準
に

つ
い
て
対
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
比
で
見
る
べ
き
だ
と

強
調
。
2
0
4
0
年
試
算
値

と
18
年
の
比
較
で
は
、
社
会

保
障
費
は
1
・
6
倍
に
増
え

る
も
の
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
1

・
1
倍
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
社
会

保
障
問
題
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
訴
え
た
。

現
在
問
わ
れ
て
い
る
課
題

と
し
て
「
一
人
当
た
り
の
年

金
給
付
水
準
は
下
が
っ
て
い

く
。
国
民
が
貧
困
に
陥
ら
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す

べ
き
か
」
「
医
療
、
介
護
、

年
金
な
ど
の
社
会
保
障
イ
ン

フ
ラ
を
次
世
代
に
い
か
に
残

し
て
い
く
か
」
な
ど
を
例
示
。

財
源
と
し
て
の
消
費
税
の
有

用
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
に
対
し
て
は

「
労
働
参
加
が
適
切
に
進
ん

だ
場
合
、
非
就
業
者
1
人
に

対
す
る
就
業
者
の
人
数
は
増

加
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

し
て
高
齢
者
の
労
働
参
加
の

必
要
性
を
訴
え
た
。

参
加
議
員
か
ら
は
、
消
費

税
増
税
が
過
去
2
回
延
期
さ

れ
た
こ
と
の
影
響
な
ど
に
つ

い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

部会長市
紹介⑦

「「
盆盆
栽栽
のの
郷郷
」」ブブ
ララ
ンン
ドド
化化
へへ

〜〜
高高
松松
市市
〜〜

講演する権丈教授

五葉松（写真=高松市提供）

盆栽畑（同）
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